
麻布の社会では、1題の分量がある総合問題が出題され、地理・歴史・政治の全分野の知識を様々な角度から

問われます。2006 年も同様の形式が踏襲されました。下の設問は 2006 年の問いのすべてです。 

学校別対策法 

  

 

 

【１】 【 ２００６年出題内容 】 
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社 会 （40 点/50 分） 

麻布中-対策法 



【２】 【 傾向と対策 】 

 

【３】 【 麻布社会 合格への道程 】 

 

偏差値 

  （四谷） 

 

君の学年 

51～55 56～60 61～65 

 

 

66～70 

5 年生の 2 学期 
   

5 年生の 3 学期 
   

6 年生の 1 学期 
   

6 年生の 2 学期 
  

９ 

麻布の 80％合格圏（4 科）は、四谷大塚で

偏差値 66 以上、センター模試で偏差値 68 以

上、サピックスで偏差値 60 以上、が目安で

す。 

麻布の社会で合格点を取るためには、左の

図の実線のように成績が伸びていくことが理

想的です。これに対して、6 ヶ月以上も点線の

ように偏差値が伸び悩んだままですと、初め

は晴れマークでも、結局は雨マークになってし

まいます。そのような人は、なるべく早く根本

的・体系的な学習法を取り戻してください。 

 合格可能性 80％   合格可能性 50％   合格可能性 10％

上でみていただいた通り、設問の約 3 分の 2 が記述式の問題であり、100 字を超える記述もあります。

かつては 400 字を超えるものも出題されていました。なぜこのような長い記述を要求するといいますと、詰

め込みの知識だけでなく、論理的に考える能力をみるためです。 

 

短い記述ですと単に知識を吐き出すだけの問題になってしまい、詰め込み教育を助長してしまいます。

これに対して、記述を長くすればするほど書き手は論理的なミスを犯しやすくなりますから、単なる暗記だ

けでは太刀打ちできないのです。基礎知識を頭にインプットしたら、次にその知識をアウトプットできるよう

にしなければならないのです。麻布対策には基礎知識だけでなく深い理解や表現力も必要だと言われる

のはこのためです。 

 

しかし、このように言われても、普段どのように勉強してよいのかわからない人がほとんどだと思いま

す。そこで、麻布の過去問の進め方を考えてみてください。麻布の問題は、あるテーマについて、地理・歴

史・政治のあらゆる側面から考えさせる問題です。そうすると、「考える」以前に、基本的なキーワードにつ

いてはあらかじめ知っていることが前提となります。ですから、過去問を解く前に、基本的なキーワードを

しっかり頭に入れておかねばならないのです。 

 

基本事項を身につけるためには、「体系」がとても重要です。気まぐれに問題を解いたり、融合問題に

手を出したりするのは遠回りになります。そうではなくて、体系のしっかりした問題集を早めに 2～3 回転す

るのが王道です。どういう問題集があるかは開成のコーナーで紹介していますので、そちらをご覧くださ

い。このような作業は秋以降では遅すぎますから、夏休みの難問演習の前までにすませておくのが理想

的です。 


